
 

 
 

 

育児休業を取得しての感想は。 

 
 日ごとに豊かになる表情をすぐ傍で見るこ

とができ、育時休業を取得して本当に良かった

と思いました。何をしても泣き止まなかったり

ミルクをうまく飲ませられなかったり…一筋

縄ではいかない子育てを妻と一緒に悩み乗り

越えたことで家族の絆も深まりました。 

 育時休業を通して、力を合わせながら子育て

をする習慣を作ることができ、今につながって

いると感じています。 

 

 

父親として全力で育児に参加したいと思っ

ていたことに加え、妻も初めての子育てに不安

を抱えていたことから、約２カ月間の育児休業

を取得しました。 

育時休業取得希望時期が担当業務の繁忙期

だったため取得を迷っていましたが、上司が

「とりたい時期・期間で育休をとっていいから

ね」と後押ししてくれました。 

                 

 

 

子育て中のパパとしての県職員の魅力は。 

 育児休業や短時間勤務等の制度が整ってい

て、周りが後押ししてくれる雰囲気もあり、非

常に良い職場だと思います。私は仕事復帰後

も、時差出勤制度を活用して業務時間を前倒し

し、なるべく早く帰宅して子どもとの時間を作

るようにしています。平日も夕飯を食べさせた

り一緒に遊んだりできるのは幸せですね。 
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育児休業を取得した経緯を教え
てください。 
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